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国際的動向を踏まえたオープンサ
イエンスに関する検討会

• 内閣府総合科学技術・イノベーション会議

• 第1回（平26.12.9）～第6回（平27.3.30）
• 趣旨：オープンサイエンスに係る世界的議論の動
向を的確に把握した上で、我が国としての基本姿
勢を明らかにするとともに、早急に講ずべき施策
及び中長期的観点から講ずべき施策等を検討す
るため、「国際的動向を踏まえたオープンサイエン
スに関する検討会」を開催する



報告書「我が国におけるオープンサイ
エンス推進のあり方について」

• オープンサイエンス
• オープンアクセスとオープンデータを含む概念

• 各省庁、資金配分機関、大学・研究機関等
• 実施方針及びオープンサイエンスの推進計画を策定

• 公的研究資金による研究成果
• 論文及び論文のエビデンスとなる研究データ＝原則公開
• その他研究成果としての研究データ＝可能な範囲で公開

• 公的研究資金
• 競争的研究資金及び公募型の研究資金

• 国費が投入されている独立行政法人及び国立大学法人等
の運営費交付金等



Guidelines on Open Access
to Scientific Publications and Research Data

in Horizon 2020







大学図書館の役割

• オープンサイエンスを推進する際の留意点
• 技術的インフラ・人材育成

• 大学・研究機関等においては、技術職員、URA (University 
Research Administrator) 、大学図書館職員等を中心とした
データ管理体制を整備できるように、データサイエンティストや
データキュレーターなどを研究支援人材として位置づけられる
よう、包括的な育成システムを検討し、推進することが必要で
ある。

• 今後の検討課題等
• 研究データの保存に係る検討

• 論文や研究データの永続的、長期的保存を担保するために
は、国立国会図書館、大学図書館をはじめ、科学技術・学術
文書・書籍を扱える図書館等の協力を得ることが有効



文科省学術情報委員会

• 総合科学技術・イノベーション会議等で議論されて
いるオープンサイエンスに関し、研究成果の元とな
るデータの公開・共有を含めたオープンアクセス・
オープンデータ促進の具体的な方策等について審
議

• 次回は6月24日開催

• http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijy
utu4/036/index.htm





• RIOXXガイドライン及びアプリケーションプロファイ
ル

• 機関リポジトリをRCUK OA方針に準拠させる

• 研究助成機関、研究課題ID
• RCUK、HEFCEとの協働により、EDINAとChygrove Ltdが
開発（JISC助成による）

• Version2.0 ファイナルリリース（2015.1.22）
• http://rioxx.net/schema/v2.0/rioxx/

平成 年度機関リポジトリ新任担当者研修27



rioxxterms:author
• The author of the resource may be a person, organisation

or service, but is most commonly a person. This element 
SHOULD take an optional attribute called id, which MUST
contain an HTTP URI which uniquely identifies the author. 

• Where the author is a person, the RECOMMENDED format 
is to add text in the form Last Name, First Name(s), and to 
include an ORCID ID, if known, in its HTTP URI form, e.g. 

<rioxxterms:author
id="http://orcid.org/0000-0002-1395-3092“
>

Lawson, Gerald
</rioxxterms:author> 



rioxxterms:project
• This is designed to collect the project ID(s), issued by the 

funder(s), that relate to the resource, together with the 
name and/or global identifier for the funder(s).

• The element MUST contain one project ID, an 
alphanumeric identifier provided by the funder in its 
original format. In cases where the resource has been 
funded internally, an appropriate internal code might be 
used.

• The element takes two attributes, funder_name and 
funder_id. One or both of funder_name and funder_id
MUST be supplied.

<rioxxterms:project
funder_name="Engineering and Physical Sciences Research Council“
funder_id=http://isni.org/isni/0000000403948681
>

EP/K023195/1
</rioxxterms:project> 



大学・研究機関等においては、技術
職員、URA、大学図書館職員等を中
心としたデータ管理体制を整備でき
るように、データサイエンティストや
データキュレーターなどを研究支援
人材として位置づけられるよう、包
括的な育成システムを検討し、推進
することが必要である。

オープンサイエンスを推進する際の留意点：
技術的インフラ・人材育成（内閣府報告書）



そんなのんきなことやってられっか



出合え、
理系図書館員！
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